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オペレーショナル・リスク相当額算出に係る ILM（内部損失乗数）利用の承認について 

 

 

 

株式会社紀陽銀行（頭取：原口 裕之）は、最終化された自己資本比率規制（バーゼルⅢ）を 2023

年３月末より適用するにあたり、オペレーショナル・リスク相当額の算出に ILM（内部損失乗数）

を利用することについて金融庁の承認を受けましたので、お知らせします。 

 

１．オペレーショナル・リスクとは 

オペレーショナル・リスクとは、事務処理手順の不備や取扱いミス、システムの不具合、

不正行為、災害による資産の損傷等により、金融機関が損失を被るリスクをいいます。 

 

２．ILMの利用について 

自己資本比率の算定に係るオペレーショナル・リスク相当額の算出においては、金融庁の

承認を前提に内部損失データから算出した ILMを利用することが認められています。 

当行は、オペレーショナル・リスク管理のより一層の高度化を目指して態勢整備に取り組

んだ結果、今般、金融庁の承認を受け、ILMを利用することとなりました。 

 

３．今後の取組み 

経営の健全性確保および収益性向上を図るため、更なるリスク管理と自己資本管理の高度

化に取り組むことにより、積極的な金融仲介機能を発揮し、地域経済の発展に貢献してまい

ります。 
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